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テーマ（仮）： 過去・現在・未来の検索エンジンの形
そのテーマを選んだ理由（目的・意義、問題意識）
 僕自身、SFCに入学する時に問題意識と考えていたことの一つとして「インターネット上の情報の整理」がある。現在のインターネットでは多量の資料（データ）が点在しており、そのデータを探し求めるには主に検索エンジンで検索をする方法しか有りません。しかし、現状の検索エンジンはページ内に存在している文字列を取り出し、文字列の出現回数などの統計を取って、よりユーザの求めている“だろう”資料をヒットさせている状態である。

また、資料の正確性、新鮮さ、的確さなどが表現されない。資料の持っている情報についても考えてみたい。

テーマに関する現時点での君の論旨
 過去、現在、未来の検索エンジンとそれを取り巻くインターネット環境を考え、検索エンジンの未来を見いだしてみようと思う。また、資料の持っているメタ情報の検索エンジンでの利用性を考えてみる。

エッセイを書く視点（範囲、論を転回する方向）
インターネット上で起こりえるこれからのトレンドを予測し、これからのインターネット上の資料が有効に活用され、ユーザの求めている資料を効率よく的確に検索できる方法を考えてみたい。
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